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へ き地 の複式学級における算数科指導の
現状 と課題 につ いての一.考察(2)
井 上 俊 夫
は じ め に
「教育の原点はへき地にある」 という言葉をよく耳にする。
恵まれた自然,誠実な人間関係に培われ育て られた児童たちの素朴 さ,従 順と勤勉 さ,地 域
の人達の心あたたかい協力などによって支えられたうるわしい教育的な営みがあるためであろ
うか。
しかし,戦後の移り変わ りいくへ き地の中において,悪 い環境,悪 い条件,特 にへき地を取
りま く過疎現象はようや く静まりつつあるものの,若者 たちの影響から小中学生の減少が 目だ
ち,老令化社会 となりつつあることは事実である。
学校教育の基盤 となる地域が,こ のように激 しく変容 しているののである。
そもそも教師の本来の職務は,「児童の教育をつかさどる」ことにある。
真に児童の教育に徹するためには,子 どもたちの生活の場である地域にもっと関心を もつこ
とが大切であると考慮 しなが ら筆者は,「過疎化現象地域 と教育」(三般祥二郎教授古稀記念
論文集,昭 和53年)と題 し,へき地の児童 ・生徒及び地域住民の生活実態 と意識について,さ
らに,「へき地の複式学級における算数科指導の現状 と課題(1)(佛教大学人文学論集第16号,
昭和57年)について公にしてきた。
i)
この小論においては,「へき地における3特性」を基に,へ き地過疎地域にあ る少人数学校 ・
分校における条件を,それによって生 じる研究課題について注 目しなが ら,滋 賀県下のへ き地
2)
小規模校の教育実践とその研究過程を考察しながら,その現状 と課題 について,先 の研究内容
を,よ り充実に努め現場の研究と実践に寄与したいと考える。
1,滋賀県下におけるへき地小規模校の実践
この研究を進めるにあたって,滋 賀県下のへき地校を訪問す ることに した。
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一つは,滋賀県坂田郡伊吹町吉槻にある伊吹町立東草野小学校,同 校曲谷分校,甲 津原分校
であり,
他の一つは,滋賀県高島郡今津町立今津西小学校,同 校椋川分校である。
両校の位置(図1)児 童数 ・学級編制は,次の図のとおりである。
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研究の対象 として両校を選んだ理 由は,次 のよう
な特色ある教育実践が進め られ着々とその成果があ
げられて いると考え られるか らである。
東草野小学校の研究主題は,「意欲を もって,自
ら学ぶ学習指導のあり方」一へ き地複式少人数学級
における学習集団づ くりと算数科の学習指導を通 し
て一であ り,今 津西小学校の研究主題 は,厂複式少
人数学級における学習指導法の究明」一つまず きの
発見 ・分析 とそれを生か した学習指導法の工夫一で
あり,それぞれがつみか さね られている。
両校の児童数一学年学級の人数一,学 級編制等に
注目しなが ら,そ れぞれの研究主題が設定にいたる
までの背景をみるに,「へき地教育の特性」 をふま
えた上での教育上 の課題が追究 されていることが う
かがわれる。
すなわち,前 者である東草野小学校は,多 くの問
題をかかえる算数科の指導に研究の焦点をあて,生
き生きと学習に取 り組む子 どもの育成を目指 しなが
ら,独り学級,男 子ばか りの複式学級,聴 力障害の
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子を含む複式学級など,さ まざまの学級をかかえる中での 「学習集団づ くりは,ど のよ うにす
ればよいのか」を,複式学級における算数科指導をとお して追求 しようと している。
なお,この学校では,研究課題を本校 ・分校一貫 したもの としている。過去3か 年の研究主
題は,
昭和57年度 国 語
複式少人数学級の特性を生か した効果的な国語指導のあり方,一 同内容指導上の問題点を克
服しつつ,一 人ひとりが確かに読み取り,その内容や感想 ・意見を豊かに話せ る授業を目指
して一
昭年58年度 特 活
へ き地小規模校において,児 童の自発的 ・自活的な実践活動を促す るための児童活動組織と
運営のあり方について。一充実感のある集会活動をつ くりあげるために一
昭和59年度 社 会
意欲をもって身 ら学ぶ学習指導のあり方。一へき地複式少人数学級における社会科学習のあ
り方を求めて一
以上,ど の年度の取り組みを取ってみても,へ き地少人数学校 ・学級の もつ特性か らくる課
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題について改善のための努力がな されて
いることをうかがい知 ることができよう。
特に注目すべきこととして,こ の3か
年間の研究課題追求の素材が年ごとに違
うことである。後者の今津西小学校とは
対照的であると考えることができる。
後者である今津西小学校は,過 去3か
年間,算 数科を中心に,複 式少人数学級
における学習指導法の改善に関す る研究
がつまれているのである。
特に,同 校の複式学級編制は形態と し
ては,モ デル的であ り,そ こに展開され
る直接 ・間接指導の構成,わ た り等の改
善を目指 した研究が進め られ成果があげ
られて いるもの と考えることができる。
2,複式学級指導と児童実態の把握を中心としたい くつかの間題
1で,滋賀県下の2つ のへき地少人数学校 ・学級における研究と実践を組織,研 究主題か ら,
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その概要についてみてきた。 このようにへき地にある少人数学級においては,へ き地性にお
いて,小 規模性において,複 式形態において多種多様な研究課題が内存するもの と考え られる。
ここでは,複 式形態としての直接 ・間接指導に考察の観点をおき研究を進めることにす る。
複式少人数学級においては,直接 ・間接指導の構成やわた り等を考慮 した授業展開の工夫が
必要であるが,こ の問題が指導技術を一層複雑化 し,困難なものにしているものと考え られる。
このような事情が複式少人数学級指導上に,次 のような問題を生 じさせているもの と考え ら
れる。
(1)直接指導と間接指導とが交さし合い指導上の問題になる。
一般学級においては,課題解決に取り組んでいる間は,机 間巡視という形態 において,子 ど
も一人ひとりの学習活動を見てまわることができるが,複 式学級においては,一 方の学年の直
接指導にあたらなければならない。 ここに,複式指導の特質であ る間接指導の問題が生 じるの
である。
たとえば,
・ 個人指導の場の欠如。
・ 直接指導から間接指導,間接指導か ら直接指導間に生 じる 「わたり」の問題。
・ 間接指導の場の課題設定。
等が考えられる。
② 少人数による学習集団であるため,学 習活動が単調にな りやす く,したが って子どもの
学習に対する意欲がもりあがりを欠 く。
少人数学級の性格か ら授業を進める上で,ややもすると,子 どもたちの意欲は,知 識面や技
能面だけに関係するものにかたよりがちになりやすいといわれ る。
つまり,ある問題の解決過程において,た とえば,式 が書けて計算ができたとして も,そ れ
だけでは活発な学習活動が期待できるものではな く,なによりも,子 どもたちが学習 した後の
喜びや楽しみを実感として受け取ることのできるような授業の展開でなければ,子 どもたちの
学習意欲を呼び起 し伸長させ ることにならない。
しか し,少人数であるため,学 習中に考えさせたり,気 づかせたりする場面であって も,教
師が一方的に教え込まざるを得ないという場面も生 じ,子 どもの学習意欲をそぐ場合 も出て く
るものと考えられる。
(3)少人数なるがゆえに子ども相互の協力,認 め合いの中か ら,自ら学びとる経験が少なく,
集団による深め合いが期待できない。
一つの課題解決に解き方をい く通りかを出させることは,1・2人 から数人 といった少人数
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学級においては,極めてむつかしいということである。
少人数学級においては,ど うして も理解の早い子,あ るいは発言力のある子に追従す る傾向
がみられる。 このような傾向から,子どもたちの考え方が一面的であ り,深 まりがないことが
指摘される。
このような傾向をもつ少人数の学習集団をどのように指導するかが課題として存在す るので
ある。
(4)子どもの能力差が大きいため,複式指導案の他に,学 習の遅れがちな子どもへのいくつ
かの補助的な教材を補う必要が生 じる。
たとえ,数人の学習集団であるにせよ,一単位時間内における課題解決に取 り組む子どもの
姿は,様々であることは普通学級と同様でありなんら変わることはない。
すなわち,す ぐに解決の方法を見当づける子,具 体物の助けがなければできない子,教 師の
助言がないと問題に取 り組めない子等,そ の姿は様々であり,特 に少人数を対象とする複式学
級にあっては,直接 ・間接指導の大きな課題をかかえ,こ こで指摘 される能力差の課題をかか
えることを余儀なくされるのである。
このような事情を克服す るためには,複式指導に関す る基本的な指導案の緻密な作成 と補助
的教材を用いることを考える必要が考えられる。
以上,少 人数であり,しかも2学年を1つ の学級として編制,複 式指導を進める上で多 くの
研究課題が存在するといえるのである。
また,算数科のもつ性格から系統性の強い教科であるため,あ る概念や原理がた しかな理解
と定着をみないでは,それ以後の学習を進めてい くことが困難にと考え られる。
このような理由を基本的に描きなが ら,複式学級に算数科指導に焦点を当て,そ こに考えら
れる課題を抽出し考察し,複式学級における算数科指導 に必要と考 えられ る基本的事項 につい
て追究してみたい。
先に考察 した少人数複式学級における実態か ら,複式少人数出級においては,一 般学級の場
合と比較にならないほど,い ろいろな教育的な課題を もつと考える。
そこで,次のような項目を描き,複式少人数学級指導上の基本的事項について考察を深めて
みることにしたい。
(1)児童の実態把握
一般的に考えてみるとき,新しい学習内容を導入す るにあたって,準 備テス トを実施 し,そ
の内容を学習する必要と考えられる既習事項の定着度を把握することが必要である。
特に,算 数科の指導においては欠 くことのできない必須の条件 と考える。
3)
そこで,少人数複式学級における優性と考えられる利点を生か しつつ,個 人差に応 じた学習
指導を進めるに必要 と考えられる条件の設定が必要 になる。
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② 個人差に応じる学習指導進展のための仮説
少人数複式学級において,
「一人ひとりのつまずきを発見 ・分析 し,それに即応 した学習計画と適切な評価の場を設定す
るならば,個人差に応 じた指導ができる」
この仮説は,前半は 「一人ひとりの子どものっまず きを発見 ・分析する」 ことであ り,後 半
は,「実態に即応した学習計画と適切な評価の場を設定する」 ことを意図す るものである。
① 学習計画の立案
すべての教育実践を支えるものは,児童の実態に即 した適切な学習計画の立案にあ る。
ここで重視したいのは,学習計画立案の過程の重視である。すなわち,児 童の実態 に即 した
学習計画を立案作成によって,単 元全体の展開とその問題点,児 童の変容を予想 した計画の考
慮である。
このように考慮 した内容を計画作成の過程にどのように位置づ ければよいのであろうか。 そ
こで,指 導すべき単元全体を検討し,毎時間ごとのね らいを達成するためには,どのように学
習過程を構成することが適切なのか,何 を,どのように指導する場合に,ど のような素材を用
いることが適切かといった教材研究をしての手順を重視することが計画作成上のポイン トとな
ると考える。
② 適切な評価とその位置
指導の流れの中において,準 備テス トの活用をもとに して,単 元導入前における児童の既習
内容の状況を把握し,単元展開の中で,毎 時,学 習内容の理解度(到 達度 ・定着度)を 的確に
把握す ることが大切である。
複式指導の形態か ら考えた場合,次 の場が考え られよう。
0
0
0
0
課題設定の段階……直接指導
理解 ・定着の段階……間接指導
まとめの段階……直接指導
習熟 ・練習の段階……間接指導
③ 複式指導における一般化の段階
複式指導には,直接 ・間接指導の場があり,ここに一般学級と比べて時間的制約を余儀な く
される。一単位時間内におけるまとめの段階で,1つ の問題のみによって理解,一 般化 といっ
たスピーディな授業で終わることが度々である。
したがって,こ の学習過程においては,次のような特殊な理 由が生 じると思われ る。すなわ
ち,複式学級の学習指導においては,展開過程の中に 「わた り」を入れたり,一 方の学年の直
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接指導に時間が取れなかったりして,難 しい制約が生 じると考えられ る。
このような点をどのように改善するかが課題となる。
④ 文章題を避けた課題設定
小学校算数科における文章題は,次の3つ が考え られる。
ア,数計算への導入における役割。
子どもの計算の理解は,そ の日常の経験に則 して行われるのが普通である。 そのため日常生
活のなかで,そ の数計算が適用できる最も典型的な場面を選び,こ れを文章化 した問題 として
仕立て子どもに提示する。これが導入問題であり,そ の目的は数計算の意味の理解にある。
イ,数計算の応用
ある場面を通 じて理解された数計算を,他の異なるいろいろな場面に応用するのが目的であ
り,それによって,数 計算の意味がいっそう理解されるとともに,そ の適用力を拡大す ること
を意図する。
ウ,思考問題
この学習場面では,一つの問題状況に含まれている種々の関係を理解 しなが ら,そ れを合理
的に結合 しなが ら,求める解答に到達することが要求され る。
アの導入,イ の応用問題が,た いていの場合1つ の数計算の意味の理解や応用であったが,
思考問題としての文章題の中においては,い くつかの数計算が組み合わさって提示されること
になる。
そして,こ こでのね らいは,問題解決の総合的な手順の学習であり,子 どもに筋道を追った
思考態度を育成 しようとするものであり,算数科の重要なねらいであ る 厂数学的な考え方」の
育成をはかる具体的な指導の場面として,最 とも注目されるのが,この種の文章題なのである。
このように文章題適用場面の基本原則にしたがえば,計 算指導における導入場面 には,文 章
題によって意味理解をさせることが有効であると考える。
しかし,複式指導の場に用いるか,間 接指導の場に用いるかは,重 要な研究課題 といえるだ
ろう。
⑤ 仮説追究の過程
間接指導の場をどれだけ効果的に活用 し得るか,複 式指導を最 も充実 させ るためのポイント
であると考える。
児童の側か らみて も一単位時間内の半分近 くを,教 師の直接指導な しに,自 分で考える時間
として設定された特殊の形態としての場であると考えることができ,児 童自らの力を試み しな
がら,自分の力を伸ばす場とも考えられる。
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しか し,従来実際には間接指導の場では,機械的な計算処理であったり,簡 単な操作活動で
あったりすることが多かったのである。教師が直接にかかわ りを もたなくて もぞきることを し
ていたということである。
このように間接指導の場を考えてくると,従来から指摘 されてきた,一 単位時間内の指導が
寸断されるとか,指導時間が2分 の1に なるといった問題が生 じるのではないかと考えられる。
そこで,こ の問題を少しでも解消するためいろいろと研究がなされている。 たとえば,学 習
の流れ姶 っ焔 習用プ リントとか广 人学習を行わせ るための教育機論 用 いたりしてし、た
のである。
ここに,仮説追究の過程における重要な間接指導の効果的な場の設定に関す る研究課題が生
まれて くるものと考えられる。
次に・仮説の前半の問題である 厂つまずき」に対する対策である、学習指尋に入るまでに,
準備テス トを実施 し,その結果から,新 しい学習内容を学習す るに必要 と考え られる準備度か
ら考えて,「つまずき」を生じるだろうと予想 し,教 師は必ず,そ の回避に様々な対策を講 じ
なければならない。
⑥ 個の育成を目指す学習過程の構成
厂つまづき」を生 じる以前において,少 人数複式学級の特性を生か した個の育成に徹 した学
習過程の構成を考慮した予防的な学習指導の提唱である。
一般的に考えたとき,学習の進行は易から難に向かうのが常道であり,学 習指導はこの こと
を考えて計画され実践されているはずである。
しか し,学習指導の細かな進行について検討 してみると,必 ず しも易か ら難に漸進的に組織
され実践されていなかったことに気づ く。
学習を易か ら難に漸進的に組織するためには,学 習過程が段階的に準備 され ることが望ま し
いことであり,新 しい学習内容について,一人ひとりの子どもが確かな理解 と定着をするため
には,は じめは小刻みに,あ とでは次第に刻み幅を大き くす ることによって,適度の抵抗を与
えつつ,抵 抗をとおして能力の定着を確実にしようとす る学習の段階化をはかることによって
完全学習を具視しようとす考え方である。この過程をより具体的に考えてみ よう。
実際の学習指導は,指導段階に したがって学習のステップを進行す るのである。 これ らの各
段階においては,前提行動か ら目標行動に到達するための細かい段階が準備 されなければな ら
ない。
次の図によって確認してみよう。
ここで図示した各段階のステップは,ただ学習活動の1コ マが細分されているだけの もので
はなく,それぞれに必要とするキュー(手 がかり)が内包されていなければならない。 このキュ
ーが内包されていなければこれはただ単なる学習活動を便宜的にこまぎれにしたに過ぎな
いこ
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とにな る。
ここでのスデップは,子 どもたちの学
習活動を子 どもたち自身のものにす るた
めの学習過程その ものを指すのである。
これ らのステップは,先 に考察したよう
に,③ から⑤にいたるにしたがって,漸
次 あらくなって くるのは当然であろう。
ステップがあらくなるということは,し だいにキューを少なくしてい き,子 どもが自分自身の
力で一歩一歩登っていくことを期待するのである。
さらに,この学習過程の特質についてみると,指導過程で,⑤ 理解か ら,◎ 定着に進む場面
は,指導上注目を要する点である。理解の段階では細かなステップを相当多 くのキューによっ
て登り着いたのであって,ほ んとうの意味において子どもたちが自分自身の力で,目 標行動が
取れるかどうかは,まだこの段階では確かではないと思われる。
そこで,学 習の進行にしたがってキューを除々にはず して 自分の力で登 り切れ るかどうかを
見るのが,◎ 定着の段階なのである。 したがって,⑤理解から,◎定着に入ったはじめのステッ
プあたりが,指 導上最も重要な関所であると考えられ,こ の関所が自分の力で とあ りぬけるこ
とができたとき,望ましい目標行動が取れ,そ の時間内における理解すべ 内容が定着できるで
あろうと期待するのである。
0
業過程の一般的な形態として,次 のようなものが考えられ る。
約5分 約25分 約10分 約5分
導 入
(話し合い)
理解→定着 練習 ・まとめ
(話し合い)
事 後 テ ス ト
0 約5分 約12分 約5分 約13分 約5分 約5分
導 入
(話し合い)
理解定着 練習 ・まとめ
(話し合い)
理 解 ・定 着 練習 ・まとめ
(話し合い)
事 後 テ ス ト
①の方法は,一般的に考えられる学習の基本型といわれる形態であ り,② の方法は,複 式学
級における間接指導の場の効率化をはかろうとする考え方の1つ の試案的な形態である。 しか
し,この間接指導の場における課題の提示の方法が大 きな研究課題 となると考える。
⑦ 複式学級指導の事例
全単元の展開案立案を足場にしながら,新 しい学習に導入す る文章題の扱い,評 価の場の設
定,さ らに複式指導におけるまとめの段階における一般化の問題等を複式指導における直接 ・
間接指導を最も効果的に進展させるために,ど のように位置づ けるか総合的に,仮 説の検証の
1つの試みとしてまとめてみると,次のような手順が考えられ る。
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一単位時間ごとの到達度を把握する場の設定,この過程において考え られることは,準 備テ
ス トー 単元導入以前の児童の既習事項の習得状況を把握である。 この手順は,算数科の もつ性
格から考えて欠くことのできない条件となると考え られる。
しかし,複式学級のもつ特性から考えてみた時,単 元展開の中で,児 童の実態を,い つ,ど
のように把握するのか,ま た,その実態把握の結果を次時以降にどのように結びつければよい
であろうか。
次に,複式学級における実践事例を引用 し,その展開過程を考察 しなが ら,こ こで考え られ
る課題について追究 してみたい。
一実践事例一
算数科学習複式指導案一第3・4学 年一
1,単元
3年生,小 数
4年生,小 数のかけ算 とわり算
2,単元目標
3年生
(1)測定の経験を通 して,端 数部分を表すのに,小 数が用い られることを理解 させる。
② 小数(%の 位まで)の 読み方,書 き方について知 らせ,分 数や数直線と対応 して,単
位の換算の しかたを理解させる。
(3}小数の意味を理解 させ,「小数」「小数点」 厂110の位(小 数第1位)」 及び 「整数」
の用語を知 らせる。
(4)小数の構成,系 列,順序,大 小を理解させる。
(5)小数についての加減計算を理解させる。
4年生
(1)小数に整数をかける乗法の意味や計算の原理,方 法を理解 させ る。
② 小数に整数をかける計算能力を伸ばす。
(3)小数を整数でわる除法の意味や計算の原理,方 法を理解させる。
(4}小数を整数でわる除法で,あ まりのある場合の計算方法を理解させ る。
(5)小数,整 数を整数でわる除法で,わ り進んで商が小数となる場合の計算方法を理解 さ
せる。(使用教科書 一大 日本図書)
3,指導形態
同教科異単之異内容指導。
4,本 日の学 習展開3年 生。
(1)本時の 目標
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小数の加法計算について,そ の意味と方法が理解で きる。
② 本時の展開
3年 生
評 価 留 意 点 学 習 内 容
。問題文の意味をしっかりつ 1.本 時の 課題 を知 る。
課 かませるために,十 分時間 しょうゆが大 きいびんに
題 をとりたい。 1.46,小 さ い び ん に0.34
設 。小数のた し算をす る。 はい って います。
定 しょうゆは全部で何4あ るで
し ょ う。
㌧
。立式できるか。 。立式の根拠を明確にする。 2.ど の よ うな式 に した らよ い
解 かを考え式を立て る。
。図や数直線を 。まず,自分なりの計算方法 ・1 .4+0.3
決 使 って,こ た で,や らせて みて,図 や数 ・小数のた し算であることを
えがたしかめ 直線でたしかめさせる。 知 る。
努 られたか。 ・説明のために書かせる。 3.解 決方 法を考 え る。
・図や数直線を使いなが ら考
力 え る 。
・考 え方を発表できるように
文章を書 く。
・1 .4+0.3の 。整数の加法の計算原理と同 4.結 果を発表 し,計算方法を
計算方法が説 じて あることをおさえ る。 説明す る。
解 明で きるか。 ・ 「図 を使 って,1.44と
0.36を 合 わ せ た ら,1.7
にな りま した」
・ 「数 直 線 で は ,1.4か ら,
0.3い っ た と こ ろ は,1.7
決 にな りま した」
・ 「位 を そろえて ,た し算 し
ま した」
。整数の加法原理と同 じであ 5.本 時 の ま とめ をす る。
ま ることをお さえる。 ・ 「1.4+0.3」 で は,0.1
を単位 として考える。
と 1.4は0.1カ §14,0.3は,
..
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0.1が3だか ら,14+3=
め 17にな り,0.1が17こ で,
1.7にな る 。
。小数のたし算 。次時につながる課題 6.練 習問題 をす る。
練 がで きたか。 (小数)+(小 数)=(整 数)
を入れておき,本時の学習
習 の定着をはかると同時に次
時へのつながりをはかる。
※ この指導過程の各段階は,
3年生では
課題設定→解決努力→解決→まとめ→練習
4年生では
習熟→課題設定→解決→努力→まとめ→練習,と 構成 されている。
両者を比べて見ると,複式指導の直接 ・間接指導の組み合せに,形 態 としての特性が うかが
えるよう。
これを3年 生,4年 生の複式学級算数科学習の指導案 として統合す ると,次 のような形式の
指導過程 となる。
A学年
直接指導と間接指導との間に行われる教師の動 き,「わたり」の1つ の型。
[:::=コ ………間接指導
陋 ………直接指導
ω 本時の目標4年 生
(小数第1位 までの小数)×(2け たの整理)
の計算を筆算でできる。
② 本時の展開
:・
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4年 生
学 習 活 動 留 意 点 評 価
11,前 時の複習 プ リン トをす ・0.1を単 位小 数 と して 考 え 。(小数第1位)
る。(小数第1位 までの小 れば,整数のかけ算に帰着 ×(1け たの 整
数)×(1け たの整数)の で き,0.1が何 で あ る かで 数)が できたか。習
答え合わせをする。 小数点をうてばよい ことを
思 い出させ る。 。単位の大 きさ
(0.1)に 着 目 熟
して計算が説明
で きたか。
2,本時の課題を知り立式す ・問題文か ら,小 数第1位 か
る 。 ける整数であることをみつ 課
ス トー ブ で1日 に7.2 けさせ,前時 とちがうとこ
4の石油を使うと,28日 うに気づかせる。 題
間で は,何4ひ つようで
すか。 設
・7 .2x28
、・立 式がで き たか。
・(小 数第1位)×(2け 定
たの整数)で あることを知
る 。
3,計 算 し,積 を求める。 ・か け算の ひっ算 は,で きる
・筆算のしかたを発表でき だろうが,小 数点をどこに 解
るように文に書 く。 うてばよいか(積 はどうな
● るか)を,発 表 で きるよ う 決
にするために,文 章 として ●
書 かせ る。 努
・2016は0.1が2016と考 え 力
るので,小 数 点 は201.6
と う つ 。
4,結果を発表 し,計算方法 。0.1を単位小 数 と考 え ると, ・単位小数が い く
を説 明 し,ま とめをす る。 整数のかけ算 と同 じであ り つあるかで説明 ま
0.1が何 こあ るか で,小 数 で きたか。 と
点を うつ。 め
5,練 習問題 をす る。 。スペ リアを し,学 習の定 着 ・小数 ×整数がで 練
・スペ リアをす る。 をはか る。 きたか。 習
一90一
へき地の複式学級における算数科指導の現状と課題についての一考察
3,複式学級における算数科指導攻善の試み
(1)現状 と課題
この研究においては,複式学級における算数指導について多面的な側面か ら考察 して きた。
その考察において,へ き地における過疎化にともなう児童数の減少,極 少人数学級(一 人学級)
の境加等少人数学級における複式指導の様々の困難点の解消に努力 されてきてい る。
この研究をまとめにあたって調査した滋賀県下のへき地校実践から得た内容は,どの学校 も,
へ き地児童の一般的な傾向とされている 「考え方が一面的 ・直接的であ り,依頼心が強 く,主
体的な行動ができにくい」ことが現在 し,それにもない学習態度が受動的にな りやす いことが
指摘で きるのである。
このような傾向の少 しで も解消のために両校の研究主題によって も理解できるように,へ き
地と少人数という宿命的な ものに起因する劣性と考えるものを,優 性 として伸ばすための努力
されていることを実感として受け取ることができるのである。
このような現状の理解に立って,へ き地小規模校における学習指導,特 に複式指導において,
どのような手順が考えられるのであろうか。
ア,学習形態の工夫
児童数がますます減少傾向を示すへき地小規模校においては,学 習指導の効率化をはかるた
めの努力がなされているが,個 人学習,グ ループ学習,共 同学習などにおいて,学 習効果をあ
げるために,少人数学級あるいは複式学級のもつ特性に合 うように,そ れぞれの もつよさや欠
点を十分に理解した上で適切な方法を用いるための工夫に努め ることが大切である。
イ,学級経営の工夫
学習指導,生 活指導を問わず少人数複式学級経営は,そ の基盤をなす ものであ る。 現在一人
学級とか,変 則学級が増加する傾向にあり,そうした現状の中で,一 人ひとりの子 どもが 自由
に考えたり,話 し合ったりできる学級の育成,個 性や能力差があって も,そ れを越えて積極的
に学習に取り組むことのできる教師と児童,児 童相互の信頼関係が成 り立つような学級を育成
することが大切である。
ウ,学習指導方法の工夫
複式学級の指導といえば,直接 ・間接指導の場をさけてとおることはできない。 そこには指
導上の研究課題が多くなると考えられる。上下学年間の人数のア ンバランス,男 女の人数差,
両学年間のわたり等学習指導を進める上で指導形態をどのように整え るかが大きいな研究課題
となる。
同単元指導とか,異 単元指導とか複式指導とのかかわりをもつ指導過程の構成,さ らに教材
や教具の工夫,教 育機器の適用等,指 導方法に関す る研究課題は多い。
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工,年 間計画作成上の問題
先のア,イ,ウ の研究課題を日々の実践をとおして研究 し,よ りよ く改善に努め,複 式指導
に適切に生かし効率化をはかるために,その基をなす ものが,こ の年間指導計画の作成にある。
そして,複 式指導という特性から考えて,上 下学年が1つ の学習集団という雰囲気の中におい
て学習を進めることができ,特に,共 同で学習ができるようにする共通のね らいを描 きなが ら,
単元の配列を組み替えることの改善策を講 じた指導計画の作成を考慮するようにす ることも必
要となる。
② 指導計画作成上の問題
一般的には,複式学級は,2個 学年で編制されているため,2個 学年の組み合わせ方や学級
の人数などの点から見ると一定ではなく様々である。
このような事情をもつ複式学級指導を支える年間指導計画の作成にあたっては,そ れぞれの
実態に即 していろいろな創意と工夫がなされ,実 践に寄与 されることが望まれる。
特に,算数科においては,他教科で作成されているようなA・B案,す なわち,2個 学年の
それぞれの教材内容を奇数年度に指導するものと,偶数年度 に指導するものに分け,両 学年の
児童に同時に同じ内容を指導 していこうとする方法では不適当である。
この場合には,A・B年 度の2本 案の計画であり,指導内容の系統性が強 く要求 される算数
科では実施が不可能である。
そこで,算数科の指導においては,異 単元異内容指導で展開され るのが当然の姿であ るとい
える。内容の系統がはっきりとしている算数科の指導では,同 単元異程度指導に基づ く,教科
書単元は配列順序にしたがって,上 下学年が別々の学習をす るのが必然的な指導過程 となるの
である。
しか し,いわゆる類似内容指導一本案で,両 学年とも同一単元だが,学 年相応の発達差と学
習経験の差を強 く考慮しながら,系統をもった内容 を学年別に,素 材 と程度を変え,「共通の
ねらい」の基に,同 じ学習の雰囲気の中で指導を進めることを意図することも可能な場合 も考
えられ る。
しか し,同単元異程度指導に基づく年間指導計画の作成上には,す べての内容を 厂共通のね
らい」を基に,全単元の組み合わせていくことには問題が考えられ,研 究課題がある。
③ 学習指導上の問題
へき地複式教育を考える場合には 「へき地教育の三特性」について十分理解 した上で,そ こ
に生 じる課題を追究することが大切であると考える。
そこで,複 式学級指導について考えてみるに,2個 学年が同時にあ る内容の指導を しなけれ
ばならない宿命にあるため,ど こを直接指導で,ど こを間接指導でといった複式指導上の重要
一92一
へき地の複式学級における算数科指導の現状と課題についての一考察
な研究すべき課題が生 じる。
次は,こ れらに関係する課題解決のため指導内容を組み合わせを考える場合の例を示 したも
のである。
第3・4学 年の指導内容の組み合わせ
一加法 ・減法の系統を例 とした内容一
項 共通の 指 導 内 容
目 ねらい 3年 4年
加法 。整数の加法及 ①3位 数 ・3位数の加法減法 ① けた数が増えて も,計 算の
減法 び減法について の計算の仕方を基にして,4 基本的な考えは変わらないこ
の計算が,基本 位数までの加法 ・減法の計算 とがわか り,大 きな数の加法
的な計算を基に がで きる。(A,②) ・減法の計算ができる。
してできるよう ②4位 数以上の加法 ・減法の ② 整数についての加法 ・減法
にする。(3年) 計算も同じ原理でできること の計算が確実に,か つ手ぎわ
が わか る。(A,②) よ くで き る。
・加 法 ・減法の ③ 加法 ・減法の場が大きな数
用いられる場の で も適用 で き る。(A,②)
拡張を図れるよ ④2位 数どうしの加法 ・減法
うにす る。(3年) が暗算でで きる。(内容の取
扱 い(1),ア,)
・小数及び分数 ① 小数 ・分数について も,加 ① 小数の加法 ・減法の計算が
についての加法, 法 ・減法の計算ができること で き る。(A,⑤ イ)
減法の計算がで の意味がわか る。(A,⑤,イ) ・位 を そ ろ えて ,(小 数 点 を
きるようにす る。② 小数や分数を数直線上でと そろえて)位 ごとに計算す る
。小数 ・分数に らえ,簡 単な加法 ・減法の計 こ と 。
つ いて も,加 法 算を,そ の上で対応させ るこ ・整数 と同じ原型 ・手順 で計
・減法の計算が とができ る。 算 で き る こと。
整数のときと同 ③ 小数や分数の計算も,整 数
じようにできる の計算 と同じように考えられ ② 同分母分数 についての加法
ことがわか る。 る ことがわかる。(A,⑤,イ) ・減法 の計算 が で きる。
(A,⑥ イ)
・単位分数を単位 として考え
れば,整 数の場合 と同様 に考
え られ るこ と。
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。加法や減法に ① 計算の仕方の発見や工夫を ① 加法における交換や結合の
関して成 り立つ しながら,計算の法則を用い 法則をもとめることができる。
性質にっいて理 ることがで きるよ うにな る。 (A,(7),イ)
解させ実際の場 ・整数での交換や結合法則。
に適用できるよ ・小数での交換や結合法則。
うにす る。 4325+3500 ・口や△などの記号を用いて
4000と3253000と500 示 す 法 。(D,②,ウ)
7000825(7825)② 加法 と減法の関係のを,と
・加法と被加数の交換。 らえ る ことが で き る。
0130+40+60=130+ (A,(7),ア)
(40+60) ・加法 と減法の間には,逆の
・150-40-50=150-50 演算の関係があること。
一40 ・口や△などの記号を用いた
・150-40-50=150-(40 式や図に表す こと。
+50) (D,②,ウ)
このように組み合わせた教材内容を複式指導進展過程において,直 接指導 と間接指導 との関
係をどのように位置づけ最適化をはかり充実したものにす るか大切な研究課題 となると考え ら
れる。
そこで,直接指導の場においては,学 習課題を明確 にし,問 題解決 に対する意欲を高める工
夫を考慮す るとともに,学習内容について児童が十分理解 し得 る密度の高い ものにする配慮が
必要である。
次の段階である間接指導の場では,児童が自主的,意 欲的に学習に取 り組め るように考慮す
ることが大切である。この場は,複式指導を進める上で,最 も大切な課題設定の場であ り,い
かにして この場を児童の学力充実の場とするかが研究と改善の努力が望まれ る。
また。複式少人数学級なるがゆえに生 じる問題が生 じることを重視 したい。すなわち,小 集
団なるがゆえに様々な発想や考え方ができにくく,児童にとっては,自 分の考えを友だちと比
較 したり,異同を明 らかにしたりする経験が もちにくいことが指摘できる。
このような劣性は,算 数科における重要なねらいである 「数学的な考え方」の育成するとい
う観点か ら見る時,見 逃すことのできない重要な問題 といえる。 しか し,複 式少人数学級なる
がゆえにという劣性を,ど のように優性として置き替えるか 日々の実践を進めるかが,こ のへ
き地教育にたずさわる教師の積極的な 厂守 りの教育か ら攻めの教育」への発想の転換であると
考える。
そして,「へき地教育の三特性」である 「へ き地,小 規模性,複 式形態のそれぞれのもつ特
.,
へき地の複式学級における算数科指導の現状と課題についての一考察
性を明確にし,小規模校複式教育の教育理念,さ らに教育 目標達成への教育計画を構想化 し,
その実践を期待 したいものである。
次年度への研究課題
へき地における共通あるいは類似の教育的課題一地域課題一の収集に努め,そ の課題解決に
ふさわしい組織の確立と共同または協働による実践活動のあり方。
さらに,こ れらの実践のためのねらい ・内容 ・方法について考察 し類型化するための諸条件
を追究 したいと考える。
注 ・1「 へき地の特性」 へき地性 ・小規模性 ・複式形態のそれぞれの もつ特性をま とめて,
特に,「三特性」と呼ぶ。
注 ・2井 上俊夫著 「へき地の複式学級における算数科指導の現状と課題についての一考察(1)」
佛教大学人文学論集 第16号。
注 ・3「 優性」(長所)「 三特性」について,長 所 と考え られる要素。これに対 して 「劣性」
(短所)と 考えられる要素について も考えることになる。
注 ・4教 育機器の内,一人学習を行な うものであり,「スペ リア」 と呼ぶ。
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